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⑥主な取組【(２)S-TEAM教育推進事業「探究チャレンジ北海道」】



①計画提出校は全体の約３割
②寄附を事業化した学校は２１校（計画提出校の２３％）
③国際交流事業は令和４年度のみ
④令和４年度は過去３年と比較し８５％減

現 状 と 課 題

返礼品なし 返礼品あり クラウドファンディング

■道内居住の道立学校卒業生等（OB・保護者）を対象
■事業計画未提出校への働きかけ
■既寄附者に対する継続した関係性の維持（案内・広報）

■道外居住の北海道関係者（出身者等）を対象
■道の返礼品の設定内容のさらなる充実
■各学校の事業計画のＰＲ方法（視認性・検索性）を工夫

■３事業(300千円上限)を指定
■ＧＣＦの実施基準策定・事業選定委員会を設置
■市場の動向、商品開発と流通に関する材料を工夫し実践

学校の創意工夫による生徒の自己実現・北海道の未来を担う人材の育成

○生徒の主体的な進路選択を可能とする学校づくりを推進
○各学校間の切磋琢磨などの共鳴効果を促し、高校教育全体の活性化

特色ある教育活動の推進

○地域の担い手としての活躍を促し、地方創生の当事者の獲得
→学校を含めた地域活力の維持・発展

北海道らしい関係人口の創出・拡大

体験活動・実習を継続的に推進

◆ふるさと応援事業３年間の実績等を踏まえ、継続する事業（返礼品なし）のほか、クラウドファンディングによる新たなモデル事業を展開し、特色ある教育活動の推進と関係人口の創出
を目指す

地域の人々への貢献

•返礼品の創意工夫・感謝状や活動報告の送付

•活動を通じ地域の発展に貢献する人材の育成

教育活動自体への支援

•ＣＦの採用 具体的な発表会・商品開発・販売実習等

•地域や産業界等との連携・交流を通じた学習活動

より多くの寄附金の募集

•生徒による商品開発 効果的な流通とプロモーション

•多様なＰＲ活動 ＨＰ・ＣＦ通信・チラシの作成等

取組の方向性
生きる力から

知識・技能の習得
思考力・判断力・表現力の育成
学びに向かう人間性等の涵養

各地域の人的・物的資源と機能を
共有し、相互にフル活用し協働

地域創生へ

主に道内居住者 道外居住者 道内外全て

地域振興施策の充実・ＰＲ持続可能な取組（謝意）

商品開発
地域ブランド化

各校の取組紹介・ＨＰ改善

地学協働アワードなど
地学協働による取組

学校事業計画

各校の素材を活かした
教育活動の充実(共感)

寄附の主な使途
・販売実習経費
・商品開発経費
・学校活動広告経費

北海道立学校ふるさと応援事業

学校生産物不使用 学校生産物等活用 学校生産物等活用
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⑥主な取組【(３)北海道立学校教育活動応援事業】



体 力 向 上 推 進 事 業 費 R５年度：4,026千円

本道児童生徒の体力の現状と課題（R4全国体力・運動能力、運動習慣等調査から）

体育専科教員等の配置や訪問指導、保健体育科教員への指導力強化研修を通じ、体力向上に向けた組織的な取組の質の向上、児童生

徒が「できた、わかった」を実感できる体育授業の改善・充実、教員の体力向上に対する指導力の向上に向けた取組を推進する。

・体力合計点が全国平均を下回っている状況が継続（○小学校は改善傾向、●中学校は差が拡大）
・｢運動やスポーツをすることは好き｣、｢体育・保健体育授業は楽しい｣と回答している児童生徒の割合は全国平均以上
・体育・保健体育授業で｢できたり、わかったり｣することがあると回答している児童生徒の割合が全国平均以下 等

体育専科教員を小学校に配置し、自校や地域の体力

向上の取組の改善・充実を図る。

【内容】

○ 自校及び地域の体育授業等の改善・充実に向けた

訪問指導及び教育委員会と連携した研修等の企画

○ 実践動画及び実践概要資料の作成

小学校体育専科教員活用事業

複数市町村を巡回する教員（体育専科教員経験者等）

による管内の体力向上の取組の改善・充実を図る。

【内容】

○ 管内の体育授業等の改善・充実に向けた訪問指導及び

巡回市町村教育委員会と連携した研修等の企画

○ 実践動画及び実践概要資料の作成

小学校体育エキスパート教員巡回指導事業

道教委指定の体育を専門とする教員や有識者が一

堂に会し、体育授業や体力向上の取組の改善・充

実に向けた協議を行い、学校の状況に応じた組織

的な取組を支援する。

【内容】

○ 授業改善や体力向上の取組の充実に向けた講義

（道教委、有識者）、協議

○ 管内に成果を普及啓発するための研修等の企画

北海道体力向上推進会議

保健体育科教員の指導力向上を図るため、優れた指導力を

有する教員等を講師に実践的な研修を行う。

【内容】

○ 公開授業の開催（スペシャリストによる模範授業の提供）

○ 有識者による講演・シンポジウムの実施

○ 体育授業の改善・充実に向けたワークショップの実施

中学校授業改善推進事業

児童生徒の「生きる力」の基盤となる「健やかな体」の育成（■体力合計点の上昇、■「できる、わかる」体育授業の実現、■体育授業以外の運動時間の上昇）

各地域や管内における連携

取組の方向性の共有
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⑥主な取組【(４)体力向上推進事業】


